
主目的 4 17 2

副目的

款 項 目 大 中

％ ％ ％

事務事業名 生涯学習キャンパス運営事業

会計区分 事業類型 一般一般会計

0

事業番号 358

平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート

教育委員会事務局

事事事事

　　　　

　　　　

業業業業

　　　　

　　　　

のののの

　　　　

　　　　

概概概概

　　　　

　　　　

要要要要

担当部

直接実施・

運営

87 委託

平成１２年度以前 ～事業期間

総合計画

分野別計画

予算区分

住民の主体的な活動を支援する

1

生涯学習課

社会教育係

41

平成３０年度以降

生涯学習

担当課

5

教育文化

　市内小学校の余裕教室を利用して、校区住民が自主的に学習活動を行えるよう支援し、

校区住民が学びを通してふれあいの機会を創出する。

　キャンパスの運営は、登録した学習グループに施設を貸与する方法と、学習グループ等で

運営委員会を組織し、講座を開設することにより学習の場を提供していく方法がある。７小

学校区のうち２小学校区で運営委員会を設置した。

　２小学校区については活動費を補助（１０万円×２地区）

　４小学校区については、会場使用の確実性を担保するため管理指導員を配置した。（活動

日数に応じた謝礼支払：１日2,000円）

　職員は、管理指導員の報告書の監督事務。学校と管理指導員、学習グループとの調整事

務。

助成 13

10

担当係

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

生涯学習のまちづくり基本構想・基本計画、小牧市社会教育関係団体補助金等交付要綱、小牧市立学校区生涯学習キャンパス文化活動開放要綱
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【直接経費の内訳】

指導員謝礼 1,284,500円、活動費補助金　200,000円

◎24年度実施内容

23年度と同様に実施する。
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成果指標名

延利用者数

事業の

達成状況

活動指標名 H22

5075 75

H24H23
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団体

数

61 61

H21

12,000

13,271

人

生涯学習キャンパス運営事業を実施している校区住民に対して、生涯学習の活動拠

点の支援と校区住民のふれあいの機会を設けることができた。

12,000

H24

余裕教室が不足していることへの代替案を検討する。
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事業実施におけ

る課題等

生涯学習キャンパス運営事業を実施している学校において、児童数の急激な増加や

少人数学習などにより、余裕教室が不足し、活動が制限されるようになってきている。

校区住民の生涯学習の活動拠点の支援を行うことにより、学校、地域との連携が図

れるため。
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校区住民にとって生涯学習の活動拠点を失い、校区住民のふれあいの機会が減るこ

とになる。


